
柔軟性と拡張性を評価し
「Hellseher」を導入

千葉県・幕張新都心の医療機関として、

人間ドックと企業健診を中心に行っているのが、

幕張クリニックである。「ドック健診は、豊かな

人間設計、Quality of life（生活の質）の重要な

要素」であるというのが、同院のポリシーだ。

「各種ガン検診にも積極的に取り組んでい

ます。人間ドックで、オプションではなく基本検

査項目として、大腸内視鏡検査を行っている

のは、当院の大きな特徴です」と岡田氏は

紹介する。

経験豊富で技術力が高く、受診者に負担

感なく内視鏡検査が受けられることから、人間

ドックの受診者は増え続けており、2007年度

は約1万9千人に達した。

日本総合健診医学会認定のドック・健診

施設では、検査したその日のうちに結果を出

して「即日説明」をすることが義務づけられて

いる。したがって、健診業務を効率よく行うに

は、レントゲン装置や内視鏡をはじめとする各

種検査機器とネットワーク接続して計測デー

タを自動取得したうえで、各種報告書の作成

を支援するシステムが不可欠である。

そこで、幕張クリニックでは、日立メディコと

日立ソフトが共同開発した総合健診システム

「Hellseher」を活用している。

「Hellseherを選定したのは、パッケージ製

品でありながら、柔軟性と拡張性が高く、必要

であればカスタマイズすることもできるためです。

また、当院では健診結果を誤解なく、わかりや

すく伝えることを重要視しており、その手段とな

る報告書にも創意工夫を凝らしています。これ

らを実現できたのがHellseherでした。そして、

この創意工夫を行う上で、90年のオフコン以

来、一緒に検討を重ねてきた日立を信頼して、

Hellseherを導入しました」と岡田氏は言う。

その創意工夫のひとつが検査結果のコメ

ントを表記する機能である。

たとえば、肥満であり、血圧も血糖値も高

い方の場合、「①肥満を認めます②高血圧を

認めます③糖尿病の疑いがあります」と羅列

表記するのではなく、「高血圧および血糖高値

は肥満の影響と思われます」という文章を自

動生成するしくみを作ったのである。受診者

にわかりやすいコメントを自動作成し、さらに、

そのコメントをよりわかりやすく変更することも

可能なのだ。

更新頻度の高い各種帳票を
院内で容易にカスタマイズ

受診報告書などの帳票の作成についても、

日立の帳票システム構築支援ソフトウェア

「EUR」を用いて、院内で容易に作成・修正
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などのカスタマイズできる環境を実現している。

EURは、帳票レイアウトの作成をマウス

操作で簡単に行うことができ、表示するデー

タとの関連付けもドラッグ＆ドロップ操作だけ

で容易に行える。プログラミングに関する知

識、経験がなくとも、本格的な帳票作成が行

えるため、エンドユーザー・レポーティングを

実践できるのである。

幕張クリニックで使う帳票には、健康保険

組合に提出するもの、受診者本人に渡すも

ののほか、院内で使うものがあるが、特に健

康保険組合に提出する書類は、年度ごとや

提出先ごとに、記載項目の追加や変更が頻

繁に発生する。しかし、EURを使うことで、

システム構築を担当した日立メディコと日立

ソフトに依頼しなくても、院内で必要に応じ

てすばやく帳票を作成できるようになった。

「前回検査と比較するとか、基本項目だけ

に絞ってシンプルにまとめるとか、挿絵をいれ

るなど、基本の帳票フォーマットを作り直し、

『これでどうですか』と業務担当者とやりとりで

きるので便利。業務担当者の要望を満たす

帳票に、短時間で到達することができます」

と山下氏は語る。

EURは幅広いプリンタにも対応しており、

3枚複写用紙などへのラインプリンタ出力も

行っている。逆に、複写用紙に印字していた

帳票を、レーザープリンタ出力に変えたものも

ある。フォーマット変更の要求が頻繁に発生

するため、プレ印刷した複写用紙の在庫量を

気にすることなく、変更に対応できる体制を

整えるためだ。また、ペーパーレスにして、必要

なときだけ印刷することにした帳票もある。

さらに、検診の順番をわかりやく記した受診

伝票を用意することにより、検査時間の短縮

や効率化にも役立っている。

エンドユーザー・レポーティングができること

で、帳票の使い方や情報の利用形態まで自

由に工夫・改善できるようになったのである。

わかりやすいレポートが
健康への取り組みを後押し

ドラッグ＆ドロップ操作などで、直感的に

使えることが、EURの大きな特長だ。

「クリニックにはIT専門の部署はなく、帳票

フォーマットの変更作業も、健診の各分野の

専門家たちが自分でやっています。みんな

時間をやりくりして取り組んでいるからこそ、

マニュアルをひもとく必要のない、使いやす

いツールはありがたい」と岡田氏は言う。

しかも、EURはとっつきやすいだけでなく、

機能の奥が深い。

「お客さまにとって使いやすいツールは、

システムインテグレータにとっても使いやすいの

です。Hellseherを開発したときにも、開発者が

EURを活用しました。従来は不可欠だった帳

票の設計図作成の工程が不要になり、プロ

グラマでなくてもフォーマットが作れるため、

大変助かりました」と日立ソフトの原田氏は

明かす。

「システムを構築の際、お客さまからの要望

は、入力画面と出力帳票に関するものが一

番多いのですが、EURをパッケージと一緒に

納入することで、こうした入出力に関する開

発負荷を軽減して早期納入ができます。しか

も、納入した後も、お客さまの手元でシステ

ムが成長を続け、お客さまの満足度が増して

いくのです。エンドユーザー・レポーティング

は、医療システムに限らず、幅広いシステム

開発で不可欠な要素になっていくでしょう」と

日立メディコの及川氏は続ける。

「今後も帳票は、大きな視点で見直して、

もっとわかりやすく説明しやすいレポート体系

を作っていきたい。自動コメントの設定もさら

に充実させていきます。健康づくりに向けて受

診者がもう一歩前に踏み出すきっかけになる

のは、何といっても、受診結果のレポートであ

り、そこに書かれているコメントなのですから」

と岡田氏は語る。

受診者の健康により貢献しようと取り組む

幕張クリニック。その意欲的な活動を側面か

ら支援しているのが、HellseherとEURなの

である。
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